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浜岡原子力発電所1号機配管破断事故の概要

原子力・エネルギー図面集

○事故の概要
　2001年11月7日17時2分､中部電力（株）浜岡原子力発電所1号機
で、高圧注入系の手動試験を実施したところ､余熱除去系蒸気凝縮系配
管が破断

○事故の原因
①配管上部で、蒸気が凝縮。濃度の高い水素と酸素が、水面から約7mの位置まで蓄積
②高圧注入系手動起動試験による圧力変動で、高温の蒸気が水素と酸素の層に流入し、着火。貴金属が触媒と

して作用した可能性がある
③着火後、燃焼が水素と酸素の層の中を伝播（燃焼状態：爆燃→爆轟)
④配管内の圧力が急激に上昇､水面近くのエルボ部が破断（約3,000気圧）。また、他の配管部が変形 
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